
主
問
。
位
認
よ
b
潟
お
へ
路
道
幅
流
刷
、
土
手
の
お

き
こ
尺
。
馬
場
の
長
さ
京
間
百
八
十
閥
、
相
越
前
間

六
聞
で
あ
っ
た
。

hm
ツ
ミ
ハ
ヤ
ト
辰
巳
隼
人

杭
山
長
知
に
仕
へ
。

大川
明寺
攻
般
の
際
一
容
に
一
寸
丸
に
浪
人
。
、
戦
後

知
行
を
附
し
て
四
百
石
を
受
け
、
長
知
の
子
服
玄
に

屈
せ
し
め
ら
れ
た
。
次
い
で
大
坂
役
に
従
ひ
、
そ
の

夏
役
に
vH
二
級
青
得
て
一
一
令
所
の
削
闘
を

μ
ひ
、
前

m

利
判
的
か
ら
銀
二
枚
・
際
子
二
つ
を
賞
賜
せ
ら
れ
た
。

生
ツ
ミ
ヨ
ウ
ス
イ

辰
巳
用
水

泡
永
八
年
金
将

城
火
災
の
後
、
域
内
水
利
の
似
を
祈
は
ん
が
お
、
笠

九
年
石
川
郡
上
辰
巳
村
か
ら
阿
川
の
水
を
引
き
、
之

を
一
一
，
丸
に
郭
い
た
。
そ
の
水
路
、
後
の
衆
J

ハ
附
内

に
去
る
ま
で
こ
同
盟
四
十
四
問
、
そ
の
聞
に
隠
遊
を
穿

つ
こ
と
一
=
十
二
附
五
十
聞
に
及
ぶ
と
い
ふ
。
工
郁
は

小
訟
の
人
板
屋
兵
四
郎
が
之
を
計
杭
し
た
。
兵
四
郎

は
下
村
氏
で
、
測
n
M
釘
勘
の
こ
と
に
訴
し
か
っ
た
。

J
イ
タ
ヤ
ヒ
ョ
ウ
シ
ロ
ウ

板
屋
兵
四
郎
。

hm
ツ
Z
ヨ
リ
ヒ
サ

辰
巳
頼
久
活
椴
次
郎
作
・

要
人
。
制
甚
五
左
衛
門
か
ら
近
代
の
孫
。
政
三
百
三

十
石
で
、
組
外
か
ら
大
小
野
に
料
じ
た
が
、
文
化
十

四
年
十
且
九
日
江
戸
で
自
殺
じ
た
。
子
前
太
夫
安
点
、

文
政
二
年
組
尖
勘
七
郎
の
名
跡
と
し
て
、
新
た
に
百

三
十
石
を
受
け
た
。

・
タ
ツ
ヤ
ダ
=

前
谷
谷
白
山
の
賂
添
口
積
絡
の

附
に
あ
る
凶
谷
波
の
絶
壁
下
で
‘そ
の
水
商
雨
続
L
、

左
右
の
小
湖
水
を
合
は
せ
て
目
附
谷
に
注
r、、。

タ
ツ
ヤ
ノ
ワ
h
F
リ

議
谷
ノ
渡
白
山
尾
添
口
管

協
の
聞
に
在
る
。
元
徹
闘
に
は
大
刀
矢
谷
に
作
る
。

渡
と
は
谷
に
添
ふ
山
協
の
義
で
あ
る
。

タ
ツ
ヤ
マ
ジ
ヱ
イ

穏
山
慈
影

江
沼
郡
大
場
寺

田
県
宗
取
渡
航
成
寺
二
十
代
の
住
持
。
蹴
は
天
呑
。
天

保
八
年
越
後
刈
羽
郡
中
山
山
筋
阪
寺
に
生
ま
れ
、
安
政

元
年
京
に
出
て
ぶ
び
、
文
久
=
一
年
山
日
司
と
な
り
、
明

治
元
年
本
町
剛
寺
川
昭
如
の
命
に
よ
り
、
長
崎
に
赴
い
て

本
一
腎
放
吟
研
究
し
、
六
年
出
融
制
酬
に
治
み
、
七
年
版
成

寺
を
裂
い
で
関
山
民
世
抑
制
L
、
廿
九
年
嗣
腕
、
三
十

四
年
初
附
に
任
じ
、
三
十
涜
年
上
町
田
の
恩
許
世
受

け
、
四
十

一
年
治
宿
侍
留
に
任
じ
、
四
十
問
年
制
耐
仰

正
に
、
大
正
十
句
一
月
四
日
前
正
に
納
せ
ら
れ
て
示

寂
‘
年
八
十
一
泊
。
存
命
中
呑
槌
院
の
蹴
荷
受
け
た
。

hm.7
ル
ハ
マ
回
鶴
演

出
島
部
前
川
保
に
幽
す

る
部
務
。

陥
♂
耐
と
も
閉
山
令
部
と
も
む
く
は
、
元
来
タ

ヅ
ガ
ハ
マ
と
い
う
た
名
後
で
あ
ら
う
。
大
永
六
年
十

且
一
宮
枇
務
恥
年
同
日
納
般
に
は
制
約
出
と
山
む
い
て
あ

る
。
能
脅
名
跡
芯
に
、『
家
数
ご
百
軒
除
あ
b
o
商
家

多
〈
能
き
村
也
。
此
村
音
は
長
家
の
城
下
に
て
繁
巴

成
し
也
o
惣
じ
て
此
判
躍
を
新
都
と
い
へ
り
o
則
長
家

符
誕
厨
府
組
側
寺
、ヰ
サ
鎚
三
十
石
市
叶
附
の
大
寺
な
り
。

問
宗
悦
型
寺
と
て
寺
領
十
石
。
良
家
の
飢
跡
は
、
今

御
牧
納
間
制
屋
放
に
な
っ
て
あ
り
。
則
脂
製
な
ど
あ
り
。

亦
百
姓
に
巾
村
患
と
て
、
回目家
附
絡
の
占
有
あ
り
。
叉

永
江
川
T
兵
衛
と
て
、
長
家
々
人
の
筋
向
あ
り
。

惣
じ

て
此
村
今
も
商
品
問
者
て
、
諮
耐
中
速
A

不
自
問
の
硲
也。

此
近
郷
は
能
青
山
市
柑
の
名
物
也。
』と
見
え
る
。
こ
の

地
長
氏
の
尉
飢
の
地
と
な
っ
て
ゐ
た
の
は
、
辿
聞
の

天
疋
来
年
か
ら
向
辿
の
立
文
，1
一年
ま
で
で
あ
り
、

そ
の
館
跡
は
円
山
の
南
な
る
新
制
口
と
い
ふ
所
に
あ
っ

て
、
後
に

-W
の
米
邸
と
な
っ
た
。
門
前
の
街
は
殿
町

と
い
は
れ
る
。

h
F
ヅ
ル
ハ
マ
/
h
m
テ

グ

田

鶴
涜
の
建

具

臨

応

部
倒
的
抑
制
で
は
駒
山
H
H
の
製
造
が
俄
で
あ
る
。
そ
の
起

源
に
就
い
て
文
献
の
徹
す
べ
き
も
の
は
な
い
が
、
口

博
に
出
掛
れ
ば
、
長
辿
剥
が
こ
の
地
を
領

L
、
限
安
三

年
一
以
制
山
寺
を
再
建
せ
ん
と
し
て
、
回
出
川
出
か
ら
二
人
の

肱
工
を
招
き
、
戸
時
伸
子
を
這
ら
し
め
た
時
、
村
民
の

タ
ツ
l

タ
テ

中
そ
の
投
青
抑
制
う
た
も
の
あ
る
に
起
り
、
天
問
中
山

問
屋
長
四
郎
が
之
を
信
業
と
す
る
に
及
ん
で
椛
況
に

赴
い
た
と
い
は
れ
る
。

h
F
テ
イ
ハ
立
岩

能

安
部
ヰ
酋
川
の
上
筒
右
岸

で
、
風
凪

-m，
削
の
時
中
央
に
在
る
仰布
石
。
越
前
名

制
考
に
、『
平
岩
よ
り
一
同
盟
行
て
武
岩
と
云
所
あ
り
。

道
の
左
に
幅
一

一間
俄
緊
荒
間
許
の
大
石
、
壁
の
如
〈

に
立
て

b
。
上
の
方
町
へ
制
て
位
し
。
共
同
叫
に
清
水

あ
り
。
勝
れ
て
冷
か
な
り
。
』
と
あ
る
。

h
F
テ
イ
ハ
ジ
立
岩

寺

リ

円

以

京

都

五
十
盟

の
内
の
小
手。

h
H

テ
ガ
シ
マ
立
ヶ
烏
拠
品
部
地
目
需
品
な
る
悶

尻
郎
wm
の
佐
川
上
に
在
る
向
。

h
F
テ
ガ
ハ
ナ
立
ヶ
岨
片
山
出
品
部
能
E
W

お
な
る
師
'

山
聞
の
部
栴
か
ら
北
方
に
在
る
岬
。

生
テ
カ
ハ
ラ
マ
チ

竪
河
原
町
」
タ
テ
マ

チ

陣取川。hm
テ
カ
ベ
立
壁

珠
洲
山
木
郎
郷
に
邸
す
る
部

首
問
。
能
盟
w
t
n
跡
芯
に
、
『
川
尻
よ
り
A

川
町
一村へ

一
一1

町
。
川
尻
よ
り
立
壁
の
小
坪
と
い
ふ
市
山
へ
、
舟
に
て

渡
れ
ば
近
L
o』
と
あ
る
。

h
F
テ
カ
ベ

椴

壁

臥

小宮山刑制
則
前
谷
の
内
の
小
手。

こ
の
抑
出
な
る
-
大
法
と
い
ふ
所
に
、
品
山
氏
の
巨
樹

引
氏
の
城
州
が
あ
り
、
附
也
に
兵
附
坂
の
名
争
-
存
し
‘

別
邸
入
榔
宮
に
は
明
郎
二
年
端
引
俊
祭
の
抑
札
を
有

し
、
叉
日
間
拙
宗
成
除
寺
に
は
地
訓
氏
の
一
つ
引
繭
の

故
市
山
中
」
附
し
た
抑
制
が
あ
る
。
沼
列
学
祭
の
法
曾
が
、

そ
の
子
総
点
に
凶
り
て
輪
島
崎
迎
光
寺
に
密
ま
れ
た

の
も
、
亦
相
近
き
が
鋸
で
あ
っ
た
ら
う
。

h
F
テ
カ
ベ
ジ

帯
盤
寺

邸
主
郡
則
前
谷
に
在
っ

た
と
い
ふ
。
能
mw
誌
に
、
『む
か
し
初
出
寺
と
て
提
言

宗
の
大
寺
あ
り
し
が
退
制
押
し
て
、
今
此
別
所
谷
の
産

刺
入
脈
宮
の
訓
般
に
帯
壁
氏
あ
り
。
寺
の
筋
目
の
よ

し
い
へ
り
。
』
と
記
す
る
。

タ
テ
ガ
ヤ
チ
立
ヶ
谷
内

小
字
。hm

テ
ガ
ヤ
チ
タ
ウ
ゲ
立
ヶ
谷
内
峠

鴎
京
叩
上

町
の
ち
ち

I
，
谷
内
か
ら
字
削
除
山
分
の
う
ち
大
平

に
主
る
川
町
。

h
F
テ

ノ

立

野

臥

京

都
光
浦
の
内
の
小
字
。

hm
テ
ノ
ガ
ハ
立
野
川

羽
咋
郡
直
海
領
大
お
バA
U

内
か
ら
続
出
し
、問
領
で
米
町
川
の
上
械
に
務
A

守
中
。

流
叡
二
粁
餓
。

長
テ
ハ
キ
チ
ョ
ウ
帯
万
町

川
河
ヲ
キ
金
押
仰
の

抽
出
町
名
。
元
徹
九
年
の
地
子
町
肝
煎
抗
昨
附
に
法
附

寺
町
・帯
刀
町
と
前
ベ
縦
せ
、
凶
郡
白
抜
問
答
に
も
、

法
航
寺
川
の
次
に
帯
刀
附

・
大
一見
聞
川
と
あ
品
。
都

万
町
は
今
元
車
問
に
臨
し
て
ゐ
る
。

h
F
テ
パ
ヤ
シ
カ
ケ
イ
立
林
何
回
巾
虫
徳
父
は
自

引
宗
総
と
も
抑
制
し
、太
脅
何
閉
・事
雨

m・
m
m
m史
・

金
牛
山
人
な
ど
と
刷
現
し
て
、光
琳
風
の
前
を
か
い
た
。

元
文
・
自
何
回
の
人
。
元
加
質
問
附
の
留
で
後
に
江
戸

に
亡
命
し
た
と
い
ふ
が
確
か
で
な
い
。

hm
テ
ベ
ウ
ヂ

建
部
氏

自
山
比
時
制
祉
の
前
利

主
と
い
は
れ
た
も
の
で
、
そ
の
家
が
何
れ
の
同
か
ら

討
中
町
唱
に
愉
せ
ら
れ
る
例
今
一
聞
い
た
か
は
明
ら
か
で

な
い
が
、
本
地
獄
の
節
銘
に
は

『
元
利
尻
年
六
日
苛

日
東
耐
県
加
盟
部
守
澄

・
間
副
脚
+
計
上
抱
氏
弘
』
な
ど
と

見
え
る
。
文
相
別
刷
主
の
前
の
初
見
は
、崎
川
親
元
日
記

に
、『究
正
六
年
九
且
二
日
了
未
公
微
雨
、
組
以
伊
賀

守
就
所
望
被
謎
御
朕
一
苫
。
杉
原
伊
賀
守
方
知
行
分
水

島
保
内
米
正
名
串
、
東
耐
主
無
紋
及
迩
低
候
之
首
就

被
歎
巾
、
可
彼
沙
汰
μ
刊
領
宅
之
問
盤
彼
仰
付

依一
z

h
k

。』と
い
ふ
に
あ
る
。
到
永一
中
西
制
古
は
断
絶
し
た

が
、
東
紳
中

h

は
明
治
ま
で
綴
約
し
た
。
建
部
氏
は
後

間
ケ
Y

ベ
と
制
ん
で
ゐ
る。

風
車
船
上
町
の
内
の

五


